
在宅介護実態調査の実施について 

 

介護保険法第 117 条第 5 項において市町村は、日常生活圏域ごとにおける被保

険者の心身の状況、その置かれている環境その他の事情を正確に把握した上で、

これらの事情を勘案して、市町村介護保険事業計画を作成するよう努めることと

されています。 

本市では、次期計画策定の基礎資料とするため、健康とくらしの調査（介護予

防・日常生活圏域ニーズ調査）と併せて、本調査を下記のとおり実施します。 

 

記 

 

１．目的 

これまでの「地域包括ケアシステムの構築」という観点に加え、「介護離職を

なくしていくためにはどのようなサービスが必要か」といった観点を盛り込む

ため、「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実

現に向けた介護サービスの在り方を検討することを目的とする 

 

２．調査内容 

Ａ票：本人向け    １４問 

Ｂ票：主な介護者向け  ５問 

 

３．対象者 

主に在宅で要支援・要介護認定を受けている方の中から約６００名 

 

４．調査方法 

認定調査員による聞き取り調査 

 

５．日程（予定） 

令和２年１月～４月  聞き取り調査・データ入力 

令和２年５月     分析 
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